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鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの今昔写真で見る
隔月連載

　菅原道真公を祭る鶴岡天満宮の例祭「天神祭」。別
名を「化けものまつり」といい、５月25日の祭りの
日は、花柄のじゅばんの裾をからげて着て、手拭いと
編みがさで顔を隠した奇妙な姿の「化けもの」が練り
歩き、市民や観光客に酒などを振る舞います。
　毎年多くの人でにぎわいますが、江戸時代までは少
し様子が違っていたようです。天満宮の祭礼の日、藩
士たちが顔を隠し羽織を裏返しに着て、厳かな雰囲気
の中参拝し、ひょうたんに入れた酒をお供えした後に、
お神酒を頂く習わしだったそうです。江戸時代後期、
それに町人たちのにわか踊りや子供行列、天狗舞など
が加わり、今日のような祭りに近づいていきました。

　また、明治12年に書かれた『筆のすさみ』という
旧藩士の日記に「化けもの」という言葉が見られるこ
とから、その頃に「化けものまつり」と呼ばれるよう
になったと考えられます。そして、いつの頃からか、
誰にも知られず化けもの姿で３年間お参りすると、願
いがかなうとも言い伝えられ、大勢の化けものが街の
あちこちに現れるようになりました。
　現在では、道真公ゆかりの行列「天神はんくねり」
をはじめ、多くの市民が参加する「にぎわい天神パレ
ード」などが化けものとともに祭りに花を添え、地域
を挙げた一大行事となっています。
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